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事業評価手法検討部会について

１．目的

○公共事業評価システム研究会（委員長：中村英夫 武蔵工業大学教授）において

平成１４年８月３０日に取りまとめた 公共事業評価の基本的考え方 にある 課「 」 「

題への対応」について検討し、評価方法等に組み込むために解決すべき課題を抽

出・整理し、技術的手法等をまとめる。

○具体的な検討課題は以下の４つ。
①再評価における既投資額や中止に伴う追加コストの取扱い

②事業分野間における評価指標等の設定の考え方の整合性確保への対応

③将来の不確実性への対応

④カタストロフィックなリスクの評価

２．位置づけ

公共事業評価システム検討委員会（行政）

・事業評価の実施要領の改定等、事業評価に係る省 全 体

重要事項の検討 等

公共事業評価システム研究会（学識経験者）

・評価手法に関する事業種別間の整合性や評価指標の

定量化等についての検討 等

事業評価手法検討部会
・ 公共事業評価の基本的考え方」の「課題への対応」にあ「
る事業評価手法に各事業横断的な技術的課題について検討

所管部局等又は部会（行政）
事業種別毎

・評価の適正化に関する検討

評価手法研究員会（学識経験者等）

・各事業種別の評価手法の検討

事業評価監視委員会（学識経験者等）
再評価実施主体（地方整備局等）

・再評価の実施手続きの監視



３．スケジュール（案）

○今年度中に４回程度開催

第１回 論点整理

第２回 課題①と②について整理

第３回 課題③と④について整理

第４回 中間取りまとめ

○平成１４年度内を目途に中間報告を取りまとめ。これを公共事業評価システム研

究会に報告。

○引き続き検討し、平成１５年度内に最終報告を取りまとめる予定。

４．アウトプットイメージ（案）

○検討テーマに対応した統一的な技術指針等として取りまとめる。

○成果は各事業の各評価手法に反映。


